
2025年8月1日
キリンビール株式会社 技術部 兼
キリンホールディングス株式会社 CSV戦略部
横沼 徹

キリンの気候変動リスクに対するシナリオ分析
第一回 気候変動関連データの活用と適応に関する実践パネル



キリングループと環境ビジョン
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ビール事業で培った発酵・バイオ技術を生かしたユニークな事業ポートフォリオ

連結売上収益、事業領域

食領域

ヘルス
サイエンス

領域

医領域

キリンビール キリンビバレッジ メルシャン 小岩井乳業

協和キリン

プラズマ乳酸菌

食（酒類/飲料）・医に加えて、新たにヘルスサイエンス領域に事業領域を拡大、ユニークな事業ポートフォリオを構築
全ての事業の原料が「農産物」と「水」、即ち自然資本に立脚した事業

キリングループの世界の拠点
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開示フレームワークから生まれた環境ビジョン

早くからCDPに対応してきたことで把握した「リスクと機会」の認識をベースとして「長期環境ビジョン」を策定
シナリオ分析結果の説明を受けた経営層から、環境ビジョン改定・GHG排出量削減目標再設定が指示

20201997 2010 2015 2017 2019
「キリングループ低炭素企業アクションプラン」発表(2009) 「グループ・マテリアリティ・マトリックス」発表(2016)

キリングループ長期環境ビジョン開示(2013) キリングループ環境ビジョン2050開示(2020)

※ 2009年頃より正式に回答、
2022年12月時点で、CDPAリストが、
気候変動で8回目（4年連続）、
水セキュリティでは7回目（7年連続）

T N F D
LEAPアプローチ

京都議定書
COP10 生物多様性条約
第10回締約国会議 パリ協定／SDGs TCFD IPCC 1.5℃特別報告書

C D P リスクと機会の認識

2022 2023

2019年 グループCSV委員会で報告

「キリングループ長期環境ビジョン」の改訂指示①

GHG排出量削減目標のリバイス指示②

T C F D シナリオ分析
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自社で完結する取り組みの
枠を超え、取り組み
そのものとその波及範囲を
社会全体へ拡大し、
これからの世代を担う若者を
はじめとする社会とともに
未来を築いていくという考え方

最重要メッセージ: 

ポジティブインパクト

環境のマテリアリティである

「生物資源」「水資源」

「容器包装」「気候変動」

が別々の課題ではなく、

相互に関連すること、

そのために統合的に解決

することが必要であるという

考え方

「キリングループ環境ビジョン2050」を2020年に開示

環境の4つの重点テーマ（生物資源・水資源・容器包装・気候変動）は、別々の課題ではなく
相互に関連しているために、統合的に解決していく
単に環境負荷を下げるだけではなく、ポジティブなインパクトを起こすことも目指していく

アプローチ: 

統合的（holistic）
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キリングループの活動と自然との関係

キリングループのすべての事業は、自然資本（生物資源・水資源）をINPUTとして、製品・サービスを提供し、社
会的価値・財務的価値を創造している



気候変動リスクに関するシナリオ分析
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シナリオ分析による事業インパクト評価と対応の概要

継続的に気候変動のシナリオ分析を行うことで、気候変動によるリスクと機会の把握レベルと戦略を向上。
自社製造拠点に加え、農産物の収量や調達コスト、カーボンプライシングなども財務インパクトの分析対象。
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製造拠点の水資源への影響

製造拠点(工場)における水リスク・水ストレスなどを、最新のグローバルツールを用いて検証してきた結果、全体的
にリスクレベルが上がっている
水リスク、ストレスは、ツールによる検証結果のみならず、流域での対話、実態把握など総合的な判断が必要
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気候変動による農産物収量への影響

気候変動は、キリングループの主要な原料である農産物の収量に確実に影響する
代替原料の開発、新たな生産技術、持続可能な農園認証の取得支援などの取組みが必要
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カーボンプライシングによる農作物の財務影響

カーボンプライシングの影響で、再生可能エネルギーとなるバイオ燃料用原料の需要が増大すると、酒類・飲料原
料との競合リスクが見込まれる
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脱炭素社会への移行計画

2030年に向けた「SBT1.5℃」目標と、2050年の「SBT ネットゼロ」目標に整合したロードマップに基づいて、
GHG排出量削減していく



今後の課題
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• 開示情報の経営判断への活用

• シナリオ分析の妥当性

• 各シナリオに対する物理リスク、移行リスクの想定

今後の課題
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